




CT装置：BrightSpeed16(GE社）





ワークステーション：AW　volumeshare2



造影剤自動注入器：STELLANT(MEDRAD)





当院の胸部撮影プロトコール





管電流：AEC
ヘリカルピッチ：1.3
ディテクター構成：16×1.25ｍｍ
サーバー転送：2.5ｍｍ
ノイズインデックス：13.5
撮影時間：一回の息止めで約10秒

管電圧：120KV一定





５０代・男性

自覚症状なし

健康診断にて異常陰影指摘される



健康診断胸部写真



異常陰影指摘後のＣＴ









右下肺にspiculaや胸膜との連続性を示す
４３ｍｍ大の腫瘤を認める。

点状石灰化はあるが、肺癌を疑う。


